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学位論文内容の要旨

  東アフリカ大地溝帯に位置するタンガニイカ湖は世界有数の古代湖で，本湖には極めて多くの魚

類が生息する，中でもカワスズメ科Cichlidaeは本湖産魚類の中で最大のグループで，16族約60

属約200種が確認されており，それらの99％は本湖に固有である(Coulter1991;’rakaha8bietal．J

2007），

  本 湖 に生 息す るカ ワス ズメ科魚類の うち，c轟z轟め曲mm嵒属とC丑a伍2弛轟mm嵒属は

Lanlprologim族に含まれ，沿岸域の岩場に生息する小型の魚類であるくP0u，1986；K0血g8，

1998），両属魚類はその模様の美しさから観賞魚として人気があり，また魚類では特異ぬ協同繁殖

を行うことから，多くの研究者から注目きれている仏wataetal．，2005，2008；HegandBachaエ

2006など）．現在，c′“轟あめm田お属魚類として，イD．珊aオwBoulenger，1898，び囎箆丑fPon，1942，

よ皿aむめP（）u，1952，びむ伽鍛ゆ舳Ma眦le8，1959およびメ出血制めStae出，1975の5種が，

Cぬa血弛血仇理由 属として＆血伽釦出Pou1974およびDp叩8脚Brichard，1989の2種がそれ

ぞれ有効とされている，各種の分類形質としては，c轟z盈めむrD．m嵒属では体の模様のみが，

C丑心的ぬmm嵒属では体の模様と尾鰭の形状が用いられてきた．しかし両属ともに，既知種間の

中間的な特徴を示す個体群や，既知種とは全く異なる特徴を有する個体群が湖の各所から知られて

いる（Matthe8，1962；函oIぬg8，1998など），さらに近年では，これら2属の属レベルの分類にも

問題点が示唆されている（Takaha8ht1999；Sturmbaueretal．，2010）．

  そこで本研究は，cm轟由出rDm嵒属およびCみa轟ぬ珊b斑ぬ属を対象とし，両属に存在する分類

学的諸問題を，形 態学的特徴に基づいて根本から再検討することを目的として行われた．

  材料には，タンガニイカ湖の各地から採集され，北海道大学総合博物館，ベルギー王立中央アフ
リカ博物館，ロンドン自然史博物館，パリ自然史博物館および堀道雄氏（京都大学大学院理学研

究科）の所蔵標本として保管きれている，全有効種の模式標本を含む，計1036個体（：轟z此ぬ轟m田嵒

属：56地域768個体，C丑心舶幽mmな属：38地域268個体）を用いた．

【c′エz轟め出mmお属の分類学的再検討】

  本研究では形態比較のため，採集地域と形態特徴により確実に同種と判断される個体群を“Unit”

と定義し，これらを形態比較の最小単位とした，最小個体群化の結果，観察した768個体中の712

個体は66U心8に細分化さ れた．一方，ザンビアのMupapa村周辺で採集された56個体は，い

くっかの形態群に区分される傾向が認められたが，それらを明確なUmtとして定義することがで

きなかったため，形態比較からは除外した．なお，本属魚類の形態には明瞭な雌雄差が認められな

かったため，雌雄の区別はせずに比較を行った，

  統計学的手法を用いて66Unit8間で詳細な形態比較を行った結果，まずc′zz鰍聡轟mmな属内に

下顎感覚孔数，計測値に基づく判別関数式，生殖突起の大きさなどで明確に識別可能なAグループ

およびBグループの2群を認めた，これら2群はn地域で同所的に生息していることから，それ

ぞれのグループには異なる種が含まれると判断した．次にそれぞれのグループ内で形態比較を行
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い，各グループに含まれる種数を調査した．その結果，AグループとBグループともに，遠隔分布

個体群問のみならず，近接分布個体群間でも様々な形態差が認められた．しかし，各グループに所

属する全てのUnitは異所分布しており，さらに，他と識別可能なサブグループは認められなかっ

た．従って，本研究ではAグループおよびBグループはそれぞれ単一種で構成されると判断し，

cm盈わ幽mm嵒属に2種を認めた．

【Chalinocむ以幽属の分類学的再検討】

  Cぬ範期めm班嵒属においては，全ての地域が単一形態型で構成されることが明らかとなり，観

察した268個体は計38U血8に細分化された．また，本属魚類でも明瞭な形態学的性的2型が認

められなかったため，形態比較は雌雄の区別をせずに行った，

  38Unit8間で詳細に比較した結果，上顎最外列歯数，尾鰭の形状，模様などに基づき，3つのサ

ブグループに区分される傾向が認められた，しかし，これらのサブグループ間の形態差は別種レベ
ルとは言い難いものであることに加え，本属では全てのUnitが異所分布していることから，本研

究では〔瑟矼ロ弛轟mm白属に1種のみを認めた．

【総合考察】

1）各種の学名の検討

  本研究ではc轟エ轟ぬ出mm嵒属に2種はグループ．Bグループ）を，蝕施2閲轟mm嵒属に1種の

みをそれぞれ認めた．これらに適用すべき学名を検討した結果，cm轟め出m．函嵒属の2種にび墹髀血

Pou，1942仏グルーフつとメn問ロ細Bomenger’1898はグループ）を用いるのが適当であると判断

し，メt瑚旧脚t珊とィ出血轟轟轟はびD．問日舳の，〆皿aむaガはび囎aぬfの新参異名とすべき

であると結論づけた．ー方，C昼施的ぬm皿嵒属の1種の学名には¢加蝕丑f出Po・u’1974が適当

であり，¢p印餓むは本種の新参異名と判断した．

2） Julidochrom嵒属と〔恐心由Dcゐmm嵒属の類縁性

  c′“伍あむrDm嵒属とく恐aぬ弛む卿由属は体高，腹鰭軟条長，生殖突起の大きさ，口唇の特徴お

よび尾鰭の形状で区別されてきたくPou1974；Bdchard，1989）．しかし，本研究でこれらの形質を

含む様々な形態特徴を2属間で比較した結果，両者の間に属レベルに相当する形態差は認められな

かった．さらに，1弧aha8k（1999）およびStwmbaueretal．（2010）による系統解析の結果，少な

くともびD瑚a¢醐とe励蝕甜函との間に属レベルに相当する形態的およぴ遺伝的差異がないとさ

れている．ー方，イ門曾聟面の帰属はこれらの研究の間で異なる見解が示されたため，未解決であ

るが，本研究では暫定的にイ瑠諠面も他の2種と同一の属に含めた．これら3種が含まれる属名

としてはBoulenger（1898）で設立されたc轟zみあめmm嵒が有効であり，Pou（1974）が設立した

C丑心由弛ぬ仇2曲属は扱I盈′D幽mm嵒属の新参異名であると結論づけた．以下にc′zz比わむm斑嵒属

の新分類体系を示す，

Genusc′zエ丘dわC轟r鬱ロ壁嵒BOulenger，1898

  Gunior8ynonym：蝕a励弛b魍曲P0u，1974）

    t轟 £ 轟 da泊 mm嵒 D． 曲 aぬsBoulenger’1898（ typespecie8）

    Gumor町nonym：イ加珊蛾ゆ舌珊Matthe8，1959；イ轟魎訂出Staeck，1975）

    c轟z轟．dbc‘轟rルロほ嵒門鬱ロfPou，1942

    Gunior8ynonym：メ皿証ぬガPou，1956）
    c轟zみめ出mm嵒加伽a耐（P0u，197め

    Guniorgynomm1：apDp餌むdBrichard，1989）
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3）エtu丘面めmm嵒属3種の分類形質

  本研究ではcm刪ぬ轟mm嵒属魚類に最終的に3種を認めたが，J加鋤ar伍とその他2種間の形

態差は尾鰭の形状以外に知られていない，そこで，改めて形態比較を行い，3種の分類に有効な形

質を調査した．形態比較の結果，下顎感覚孔数，生殖突起の大きさ，計測値に基づく判別関数式な

どによって〆駕翻丑′とその他2種は明瞭に識別された，さらに，メぱ瑚tu8とZ加：紬甜伍の分

類には，上顎最外列歯数，計測値に基づく判別関数式，尾鰭の形状などが有効であることが明らか

になった． これらの新たな分類形質をもとに，本属3種の分類検索表を提示した．

4） Julidochromis属2種間の種間雑種

  当初の形態比較には用いなかったザンビアのMupapa村で採集された56個体を，新たに提唱し

た分類形質をもとに同定を行った結果，6個体が〆ornatu8に，26個体がZreganiに同定された．

一方，残りの24個体(42.9％）はこれら2種の形態特徴をモザイク状に有することが明らかになっ

た．またMupapa村周辺に分布するイornatusとびreganfは模様の特徴も全く異なっているが，

Mupapa個体群では未同定個体も含めて，2種で全く同じ模様をもつ個体が認められた．本研究で

は，Mupapa村がZ伽2丑舳とィ噌控丑fの分布境界に位置すること，本研究で提唱した安定的な

分類形質問で矛盾がみられること，本湖産カワスズメ科魚類において種間交雑がしぱしば知られて

いることなどから，Mupapa個体群はメ…a舳と江懲髀丑fの交雑個体群であると推察した．

5）。lu盈´Dむmm嵒属の生物学的特性

  本研究で3種の現生個体群で認められた形態の多様性の主要因を検討した結果，約n0万年前に

起こった湖の水位の下降による複数の隔離個体群の形成が一因であるとみなされた，また，その後

の水位の再上昇による分布域の拡大に伴い，新たな環境への適応変化，種内・種問交雑などが引き

起こされたと推察した．さらに，3種の著しく低い分散能カにより，各地域個体群の固有化は現在

でも進行中であると考えられる．
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（東アフリカ・夕ンガニイカ湖産Lamprologini族魚類んz励みむ―呑属および

    のa励〇むmm′s属の分類学的再検討）

  東アフリカのタンガニイカ湖に生息するカワスズメ科魚類は16族約60属約200種が確認されてお

り，それらの99％は本湖の固有種である．これらのうち，cmZめ曲rom嵒属とC匁えZめ弛轟rDm嵒属は本
湖沿岸域の岩場に生息する小型の魚類であり，その模様の美しさから観賞魚として国際的に流通してい

る，また，これらの魚類は特異な協同繁殖を行うことから，行動生態学的にも注目されている．両属の有効

種はJ・“西dぬ轟rDm嵒属として5種（J伽atHsIJ鬥伊t虹びmaで！ぬ屯び血澄皿scr．ゆ舌Hsおよびび

尚睦脚鋤，また匸恐心血D出r。mね属として2種（Dぬ伽a刪およびG舛舛曲めが知られるが，各種
が数少ない標本を基に原記載されたため，種内の形態変異が十分に把握されておらず，分類学的に著し

く混乱した状態にある，そこで本研究は，tん轟dぬ轟r。‘m嵒属および〔廻証血弛hrDm嵒属の分類学的諸問

題を形態学の観点に基づいて再検討することを目的として行われた，材料には，タンガニイカ湖の各地
から採集され国内外の研究機関の所蔵された，全有効種の模式標本を含む計1086個体を用いた，両属

とも従来の分類形質が曖味であるため，属ごとに採集地域と形態特徴から確実に同一種と判断される個

体群を“Unit”と定義し，形態比較の最小単位とした．

  以下に本研究の結果を要約する
1）JW洫曲rom嵒属魚類712個体を66Unit8に区分し，統計学的手法を用いて詳細な形態比較を行

  った．その結果，形態形質で明確に識別可能で種レベルに相当する2群を見出したことから，

  cm轟d0曲rDmお属に2種を認めた．
2）匸恐証血Dc轟rDm嵒属魚類268個体を881んit8に区分し，統計学的手法を用いて詳細に形態比較を行

  った．その結果，幾っかの形態形質で3群に区分される傾向が認められたものの，それらの形態差異

  が不明確であることから，匸聴証血弛む仇ぬ属に1種のみを認めた．

3）cん醐ぬ轟rDm嵒属とC丑aヱ面D曲m斑fs属の属レベルの分類形質を検証した結果，その有効性は認め
  られなかった，また，近年の形態学的および遺伝学的な系統仮説によると，少なくともびnrロa細sと

  D缸泌a亅I出の近縁性が示されていることから，cん砒めc轟rnm幽属と〔恐心血oc轟mm嵒属を同一属とみ

  なした．

4）従来2属7種とされてきたこれらの魚類を1属に統合し，属内に3有効種を認め，国際動物命名規
約に 基づ き用 い るべ き学 名と シ ノニ ム関 係を を検 討し，以下の新分類体 系を提唱した．
    GenuSc′lエddI〇C轟Z・o．口口嵒BOu］enger，1898

    Gun10r8ynonym：蝕a血。曲m曲Pon，197め
    cん醐甜轟r。m嵒D．珊aぬ8Boulenger’1898（type8pecie8冫
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    (junior8ynonym：J缸齟scr・ゆ畑sMatthe8，1959；J出出ぬ腔staeck，1975）

    cmddo曲rDm嵒叩nfPou，1942

    Gunior8ynony皿：Jmむ．ぬガPOu，1956）

    cm醐め轟rDm嵒血泌脚fQ0u，197め
    Gu血ior8yn飢y皿：伍a血微轟rDm嵒pDpeヱ丗B鹹ard，1989）

5）汎幽めc轟m斑嵒属8種の新たな分類検索表を提示した．J畷琵ロfはィ。‘瑚atHsおよぴJぬ泌甜価

とは下顎感覚孔数，生殖突起の大きさ，計測値に基づく判別関数式などにより識別される．また後2
種は上顎最外列歯数，計測値に基づく判別関数式，尾鰭の形状などにより識別される．

6）ザンビアのMupapa村で採集された56個体の本属魚類は，JD珊atusとJ駕a丑fの形態特徴を

モザイク的に示すことが判明し，Mllpapa村付近が両種の分布境界に位置すること，本湖産カワスズ

メ科魚類に種問交雑が知られることなどから，Jnma如sとJre・ga甜の種問交雑個体と判断した，
7）cm！fあc轟mmぬ属の示す著しい形態学的多様性能の要因は，約110万年前に起こった湖の水位の下

降による複数の隔離個体群の形成がー因とみなされ，その後の水位の再上昇による分布域の拡大に伴
い，新たな環境への適応変化，種内・種聞交雑などが引き起こされたためと考察された．

  このような申請者の研究成果は，水産科学の基盤の1っである魚類系統分類学分野に大いに貢献する

ものと高く評価された，よって，審査員一同は，申請者が博士（水産科学）の学位を授与される資格の

あるものと判定した，
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